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高齢化が急速に進む中、福祉、社会一経済的施策とともに、個人的なレベルにおける生き方の問題

が議論されなければならない状況である。人生80年、老後の余暇7万時間余の時代に、高いQOL

を維持しながら生活するsuccessfulagingの考え方は、余暇研究にとっても重要な視点、である。

これまで、高齢者における QOLやSubjective恥ll-beingの問題を余暇活動との関連において研

究してきたのは、主にGerontologyの領域であった。 Havighurst(1957.59.61)やLemonら(1972)

の研究を緒として、 『活動理論』の主要命題……対人・社会接触において高い活動性を維持している

ことはよい適応につながる H ・H ・の実証を試みる研究が数多く行われ、理論を支持する報告も多い。し

かし、これらの研究は、命題検証の手続きに厳密さを求めたため、 “活動・を自由時間での社会参加、

対人接触などいわゆる社会的活動に限定する傾向があった。多様な余畷活動を、専ら対人・社会接触

の量や人間関係の質(例えば7t-1.-イン7ャリ)を基準として、分類し取り級ってきたように恩われる。

一方、余畷研究の領域では、ここ十数年の聞に高齢者を対象とした研究が活発化し、 Gerontology

の研究アプローチを適用し、多様な(社会的活動に限定されない)余綬活動への参加がQOLや恥11-

being向上にどの程度貢献するか、影響度を算定する研究も行われるようになってきた。 Grandallら

(1977)、Ragheb& Griffith (1982)、Sneegas (1986)、Kelly (1987)、 Riddi孟&Stewart 

(1994)、Lawton(1994)などの研究がその流れに位置づけられるであろう。

本研究は、それら先行研究を踏まえ、高齢者対象の認査ヂータをもとに以下の分析を行うことを目

的とした。

①余暇活動参加度(量的側面)、さらには活動の結果生じる余暇満足度(質的側面)と QOL指

標との相関分析を行い、余暇活動と高齢者のQOLレベルの関連を検討する。

②多変量解析を適用し、余暇活動関連変数がQOLに及ぼす影響の程度を、基本属性、社会経済

状況、健康、社会的活動性指標などとの比較により、相対的に評価する。

[::::1:7主主ミヨ

:ど議事P濯知県下の中規模都市O市在住の60歳以上の男女。特に、市主催の高齢者大学受講者団
域の公民館を中心に活動するクラブのメンバー。

減量(~手芸援業猶齢者大学開講時に、調査用紙を配布。調査用紙は主として郵送で回収された。ク

ラプメンバーについては、世話役を通じて調査票を配布、活動時に回収した。

￥語肇.Il~平成 5 年 9 月一 1 0月
選挙'f:/Il'Z!J←iS:~基本的には留置調査であり、多種の指標がもり込まれたため、記入不備が多く認めら

れた。本研究では、欠損のないデータのみを用いた (N=529)。基本属性を表11こ示す。

チどfllJ4;~#ßir4JfjiK4を

(1) QOL指標としての生活満足度

生活満足度の測定には曹oodet al. (1969)が提唱する、 LS 1 A (Neugarten et al. 1961) 

の短縮版、 LifeSatisfaction lndex Z (13項目，得点範囲0-26.a=0.741)を用いた。
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(2)余暇関連変数 表1.調査対象の基本属性

①余暇活動参加:日常的余暇活動 項目 カテゴリー 男 (%) 女 (%) 合計 (%) 

1 0領域に対し、 「非常によく 年齢 60-69歳 104 (39.8) 109 (40. 7) 213 (40.3) 

するjから「しないjの4段階 70-79歳 127 (48. 7) 133 (49. 6) 260 (49. 1) 

で回答。参加度の高いものから
80歳以上 30 01. 5) 26 (9. 7) 56 00.6) 

順に4点-1点を配点、し、数量
世帯胞 一人ぐらし 8 (3.1) 28 00.4) 36 (6.8) 

本人+子E・千島ま革(曲) 19 (7. 3) 99 (36.9) 118 (22.3) 
化を図った。加えて、非日常的

夫婦のみ 88 (33.7) 43 06.0) 131 (24.8) 
活動として、過去1年間の宿泊

虫歯+子1+干陪華 146 (55. 9) 98 (36.6) 244 (46. 1) 
旅行の回数。 職業 有 42 06.1) 17 (6.3) 59 01. 2) 

②余畷満足度:Ragheb & Beard 無 219 (83. 9) 251 (93. 7) 470 (88.8) 

(1980)のLeisureSatisfac- 教育歴小学校(旧) 148 (56. 7) 147 (54.9) 295 (55.8) 

tion Scale (Short-foru)を修 中学・高t・専門学在(目) 80 (30.7) 111 (41. 4) 191 (36.1) 

正して用いた。 LSS原尺度は 自割高世・制大学 33 02.6) 10 (3.7) 43 (8.1) 

「心理的」側面、 「教育的J側 J金j営 (%) 261 (100) 268 (100) 529 (100) 

面、 「社会的j側面等6つの下位尺度、 24項目からなるが、本研究では「美的」側面の4項目を

除外し、また、 5段階評定のところ、高齢者の負担を考慮し「非常によくあてはまる」から「まっ

たくあてはまらないJの4段階評定とする修正を行った(得点範囲20-80.α=0.937 )。

③余暇重視度 r余暇活動はあなたの生活の中でどの程度重要な位置をしめていますか」の質問に対
し、 f非常に重要」から「まったく重要でない」の4段階で回答する。それぞれに4-1点を配点。

(3)対人・社会接触

①社会参加地域の活動、老人会、奉仕的活動、会合などの組織的活動への参加頻度

②友人との交流:会話や趣味を一緒に楽しんだりする親しい友人との交流頻度

①②とも「週3回以上Jから「月 1回未満Jの6段階評価、それぞれ6-1点を配点。

③家族との交流 r十分にできているJから「できていない」の4段階評価
④孤独感:対人・社会関係の充実を心理的な面からとらえるために、対立概念と想定される「孤独感J

を測ることとした。孤独感の測定には、 UCLA孤独尺度 (Russellet al.. 1980 )の短縮版を用

いた(得点範囲4-16)0 mI.独感が強い場合は、低得点を示すように配点、されている。

E結果の概要E

1. QO L指標としての生活満足度

以下目的変数として用いる生活満足度の基本統計量を表2に示した。また、 13項目のLS I Z得点、

についての報告は認められないため、筆者が行ったスポーツ愛好者を対象とした調査の結果 (Iean=

19. 79. S. D. =4. 56.ト517)と比較すると、本調査対象者の得点、はかなり低いものとなっている。

表2.年齢段階別の生活満足度得点、及び各年齢段階における性別の満足度得点

男 女

年齢段階 N lean S. D. lean S.D. N lean S.D. N t韓E

60-69歳 213 16.68 5.49 16.00 5.70 (104) 17.32 5.19 (09) n. s. 

70-79歳 260 16.33 5. 10 16. 24 5.17 (127) 16.41 5.03 (133) n. s. 

80歳以上 56 16. 25 5.56 16.27 5. 21 (30) 16.23 5.94 (26) n. s. 

全体 529 16. 46 5.31 16. 15 5.39 (261) 16.76 5.21 (268) n. S 
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2.余暇活動参加

以下表3は、性別の余眼活動参加のレベルを示している。設定された10の余蝦活動領域のうち、

t検定、 x2 検定どちらにおいても性差の認められたのは7領域であり、余限生活のスタイルは男女
では異なっているようである。男性の参加度が高いのは、 「読書Jr社会的活動Jr屋外・自然の中
での活動Jrスポーツ・運動Jr娯楽」であり、女性の参加度が上まわった領域は「芸術・教養的活
動Jr創作活動」であった。概して男性は、フォーマルな人間関係、社会参加の機会を提供する活動
への参加、さらには、身体活動・スポーツ活動へのより積極的参加が特徴と考えられる。逆に、女性

は身体活動量が少なく、基本的には個人で行う教養的活動、創作活動などに熱心なようである。

表3.領域別の余暇活動参加度

全体 男 女

活動領域 lIean S. D. lIean S. D. lIean S. D. t縦 (x 2舵)

マスメディア 2.88 0.75 2.95 0.70 2.81 0.80 牢 n. s. 

読書 2.32 0.80 2.41 0.76 2.23 0.82 牢 寧

社会的活動 2.29 0.87 2.48 0.88 2.12 0.83 牢牢 寧寧

副・自量帥で申踊 2.95 0.69 3.05 0.65 2.85 0.72 牢牢 牢

スポーツ・運動 1. 90 0.88 2.03 0.88 1. 78 0.86 牢牢 本牢

文化・芸術鑑賞 2.06 0.83 2.04 0.79 2.08 0.87 n. s. n. s. 

芸術・教養的活動 2.05 0.93 1. 92 0.87 2. 16 0.97 本牢 牢牢

創作活動 2.25 0.89 2.11 0.89 2.38 0.88 本本 牢本

娯楽 2.09 1. 03 2.23 1. 03 1. 96 1. 01 牢本 本事

制， ~37 1:'ン F ・行車 2.78 0.70 2. 73 O. 73 2.83 0.67 n.s. n. s. 

3.余暇活動と生活満足度の関連
本 p<.05 牢牢 p<.01

表4-1. LSIZ得点と領域別参加度の相関

マ1.1ヂa 読書 世会的l'iI 111・自E 1.'-7 訪問 ~ilUI 創作活動 娯楽 州・械

男 .133本 .143本 .239本事 .169牢寧 .101 .162事事 .128牢 .188本本 .107 .178牢事

女 .155牢 .155寧 .275本本 .230牢本 .216草草 .209牢牢 .256事事 .089 .139本 .271牢本

全 .136寧牢 .142牢草 .238牢事 .190牢牢 .148寧寧 .187牢牢 .200牢牢 .146事事 .113牢寧 .226牢牢

表4-2. LSIZ得点と LSS得点の相関

心理的 教育的 社会的 行問ーション 身体的 total 

男 .330牢事 .450牢事 .379牢牢 .296牢本 .270牢本 .408本牢 牢pく.05

女 .416牢牢 .480事事 .422牢牢 .405本牢 .378本事 .484牢本 本牢 p<.01

全 .369寧牢 .463本草 .402牢牢 .350事本 .319牢本 .444牢牢

各領域の参加度と生活満足度の関連は、殆どが有意であったが、一般的な相関係数の解釈基準から

すると・弱い"相関に留まるものであった。敢えてその相関関係に意味を見出すとすれば、男性では

とりわけ、 「社会的活動Jが生活満足度のレベルを有効に規定しているといえるであろう。女性では

「社会的活動Jr外出.;t，バリ・行楽Jr芸術・教養的活動jなどの参加度が高い人ほど、生活満足
度も高いといえそうである。男女共に社会的活動の参加度と QOL指標の相闘が最も強いことは、活

動理論支持の一因となろうか。

一方、活動の結果生じる余暇満足度は、生活満足度とかなり強い相関を示していた。下位尺度をみ
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ると、男女共に教育的側面、社会的側面の相関が強くなっている。教育的側面は.物事に対する知識を

増やす"、 “新しい事に挑戦する"、 .人を理解する"等の項目からなっている。高齢者にとって、余

暇の場で興味・関心、学習意欲が高く維持されていることが、 QOLを高く保っとりわけ重要な要因と

なっていることは注目に値する。

4. QOLに影響する要因の重回帰分析的検討……余暇関連変数の貢献度の評価

上述の相関分析では、余暇関連変数と生活満足度の1対1の関係を問題としたが、ここでは、 4つの

余暇関連変数に加え、 10の属性及び生活状況変数を説明変数として設定し、生活満足度を目的変数と

する重回帰分析を行った。変数相互の関連をも込みにした場合の、余暇関連変数の目的変数への影響力

を相対的に評価することが目的である。
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性別の分析結果をみると、生活満足度に有意に影響する要因は若干異なっているが、 「家族との交流J

「孤独度Jr余暇満足度」は両群に共通して最も影響度の強い婆因であった。これらはサンプル全体の
分析でも影響度の強さでは上位三位を占めており、他の変数に比して安定的で、 QOL予測に有効な変

数であるといえる。特に「余暇満足度Jは標準偏回帰係数 (β〉からみると、男女別、サンプル全体で

の分析いずれにおいても生活満足度に最も強く影響している。また、余暇関連変数の中では「宿泊旅行j

の回数が有効な予測変数であり、女性では第4位、全体でも 4位にランクされている。男性の場合の β

係数は有意ではなかった。余暇活動参加度(10領域を加算した新たな指標)は、単相関を見る限り有効

な予測固と思われたが、余暇満足度との内部相闘が強い(男;0.535.女;0.632)こともあって、目的変

数への影響力は抑制されたものとなった。

「家族との交流Jr孤独J等の余暇以外の要因の影響は見逃せないが、生活全体に占める余暇生活の
比重の大きさ、重要性を認めるには十分な結果と恩われる。また、余暇関連変数の中ではどの程度頻繁

に、あるいは多く参加するかといった量的側面よりも、自身の価値観や要求水準に照らして、現状をど

の程度満足いくものととらえるかという質的側面の方が、 QOLに強く影響することが明らかになった。
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